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飯 伊 ブ ロ ッ ク ボランティア交流研究集会 in 大鹿村 

今回は人数に制限があった為、阿智村からは「とくさ会」、「傾
聴ボランティアふくみみ」、「東北応援の会」の代表者のみが参加
しました。 

各市町村の特産品などを販売する持ち寄り特産広場では、
「夢のつばさ」が手作りのアップルパイやシフォンケーキなどを、
「東北応援の会」が仙台味噌や椿油などを販売し、好評でした。 

３月９日、大鹿村交流センターにて、飯伊ブロック社会福祉協議会主催の『令和５年度飯伊ブロック
ボランティア交流研究集会』が開催されました。この集会は、飯伊地区 14 市町村のボランティア団体
が一堂に会し、活動報告や情報交換を通して交流を図り『各市町村の垣根を越えたボランティア活動
の広がり』を目的としています。ここ数年は、新型コロナの感染拡大防止の為、集まることが出来ず、久
しぶりの開催に皆さんの笑顔が印象的でした。 

活動発表では、喬木村の「笑って健康笑いヨガ」の皆さんの指導
のもと、会場全員が参加して、笑いヨガを体験しました。簡単な動き
ですが、思わず笑顔になる楽しいヨガでした。その他、飯田市の「に
こにこフレンズ」の皆さんによる二胡の演奏や、「高森町の柿丸シス
ターズ」の皆さんと柿丸君が一緒に、柿丸君サンバで会場を盛り上
げてくれました。 

講演会では、大鹿村出身で県職員の北澤 淳さんが、「地元や地
域への恩返し～自分にできること～」というテーマで、災害ボランティ
アとして活動した経験や、大鹿村でカフェを経営するまでのいきさつ
などを紹介してくださいました。 

参加された「東北応援の会」の市川さんは、以前大鹿村に住んで
おられたこともあり、多くの方に声を掛けられ「懐かしい‼」と話が弾
んだそうです。 

来年度の開催地は未定ですが、次回は多くのボランティアさんに
参加いただけるよう呼び掛けたいと思います。 

お楽しみ抽選会の景品としてご用意

した、生きがい講座浪合平ひもの方

お手製のカバンも好評でした♪ 

この他にも、飯田ボランティア協会の
方がトランプマジックを披露されたり、以
前阿智村でも講演してくださった根羽村
の傾聴ボランティア「和」(なごみ)さんが
パネル展示を行ったりしていました。 
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ボランティア活動保険とは、ボランティア活動中の様々な事故による「ケガ」や、他人に

損害を与えたことによる「損害賠償責任」を補償する保険です。加入申込手続きは、阿智村

社会福祉協議会窓口での申込みになります。加入申込書に必要事項をご記入いただき、保険

料を添えて阿智村社会福祉協議会の窓口までご提出ください。 

令和５年度にボランティア活動保険に加入されている方は、令和６年３月 31 日で補償期

間が終了しますので、お忘れのないよう更新手続きをお願いいたします。また、ボランティ

ア保険には、上述の「ボランティア活動保険」の他にも「ボランティア行事用保険」「送迎

サービス補償」などがあり、用途に応じて利用することが可能です。詳細につきましては

【ふくしの保険】ホームページをご覧いただくか、下記までお問合せください。 

新年度【ボランティア活動保険】更新・加入について 

ふくしの保険｜さまざまなリスクに備えるために (fukushihoken.co.jp) 

阿智村社協 地域福祉係 TEL：0265-45-1234 

地域の方々と話をする機会がほとんどないの

で、今日は話が出来てとてもよかった。 

阿智村の有償ボランティアのこと等、知らない

ことも多く、話をするって大事だなと思った。 

知らないことを多く学ぶこと

が出来た。各地区でもこの

ような会を持つことも大切

だと思った。高校生の参加

もとても良かったと思う。 

認知症のことや知ら

ないことを沢山知れ

て、地域の方ともたく

さん話が出来たので

良かった。 

『認知症も発達障害も心を

読むアンテナはとても鋭い

と思う』という言葉が印象

的だった。実母に認知症が

あり、子どもに発達障害が

あるので、日頃の接し方を

見つめ直したいと思った。 

どんな方にとっても小さくても緩いつな

がりは必要だと思う。こういう研修のよ

うなものを、ぜひ子供たちにもやって欲

しい。介護に仕事で携わる人だけでは

なく、地域の温かい目があるだけでず

いぶん生き方が変わってくると思う。 

認知症を自分のこととして

考えさせられた。地域のつ

ながりをもっと持ちたいと

思った。誰とでも声を掛け

合いたいと思う。 

学生が一緒なのが有意

義だと感じた。我が家は

2 人暮らしなので、もっと

話をしたり、いろんな会に

どんどん出て行ったりした

いと思った。 

人と接しないと認知症と気付か

ないので、挨拶だけではなく、地

域のお年寄りと積極的に会話

をするようにしたい。集まり、人と

接する場が大切だと思った。 

２月のボランティアあちに掲載した『認知症サポーター養成講座』ですが、今回は

紹介しきれなかった参加者の皆さんからの感想をご紹介させていただきます！ 


